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概要 

アンチモンは地殻中に天然に存在する金属です。市販されている最も重要なアンチモン由来の化合物が三酸化アンチモンです

（一般的には ATOとして知られており、化学式は Sb2O3です）。ATO は様々な工業用途において、主として難燃性化学物質の「相

乗剤」として、また、ポリエステル（PET）製造における触媒として使用されます。ATO の 2010 年の世界の総消費量はおよそ

120,000 トンでした。 

 

用途 

ATO はその独特な特性により複数の用途に最適な材料です。 

 

1. 難燃剤との相乗剤 

家庭や公共の場所での火災に対する安全性は、過去数十年間

にわたり、主として電気・電子機器や輸送手段の国際的な標

準化の取り組みによって大幅に改善されてきました。これら

の標準では、「本質的に可燃性の材料は高度に火災安全性が

要求される」と規定し、多くの場合、難燃性化学物質の使用

を求めています。 ATOはプラスチック、塗料、接着剤、シー

ル材、ゴムおよび繊維のバックコーティングでハロゲン系難

燃剤と組み合わせて相乗剤として使用した場合、難燃剤の有

効性を大きく向上させます。 

 

そのため ATOは、例えばテレビ、コンピューター、家電製品、

産業用電気設備、光ケーブル、電源アダプター、携帯用電子

機器といった家庭やオフィス内の多くの電気機器で、プラス

チックケース、樹脂製の回路基板、スイッチおよび部品の火

災安全性を高めるために使用されています。ATO は室内装飾

家具、断熱材、装飾用の発泡体や建材に混入され、また、子

供のパジャマ、病院のシーツ類など火災のリスクがある衣料

や、業務用の耐火性繊維にも使用されています。輸送車両で

は座席、ケーブルやプラスチック構造物の難燃剤の役割を持

ち、火災が発生した場合、避難するための時間を稼ぐことが

できます。三酸化アンチモンを難燃剤の相乗剤として使用す

ることにより、数千人もの生命が救われ、何万人もの（跡が

残るような）火傷が避けられています（統計:イギリス貿易

産業省：家具および調度品の有効性（火災安全性）規制 1988

年、ロンドン、2000年 6月、URN 00/783）。 
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2. PET 

ATO はミネラルウォーターや清涼飲料の容器に使用される

PET ボトルの生産において主要な触媒として使用される。 

PET は、毎日、数百万人もの消費者が安全に使用してきた歴

史があり、プラスチックボトルの最適材料の 1つです。 

 

 
 

 

PET ボトル生産における ATO の安全性は世界保健機関（2003

年）、欧州食品安全局（2004 年）、EU リスク評価（2008 年）、

OECDレビュー（2008年）およびカナダリスク評価（2010年）

によって確認されています。PET ボトルの触媒として ATO を

使用しても、通常の条件と使用法の下では、飲料の安全性に

影響を与えないと言えます。 

 

3. その他の用途 

• 特定のガラスの清澄剤、半導体の添加剤として 

• 特定のグレードの二酸化チタン顔料に使用されるコーテ

ィング剤として 

• 無機着色ルチル複合顔料の製造における成分として 

• 鋳鉄浴槽、洗面台の琺瑯
ほうろう

加工乳白剤として 

 

 

健康および環境への適合性 

ATO は環境およびヒトの健康への適合性に関して広く研究さ

れてきました。EUの既存物質規制 793/93 に基づく三酸化ア

ンチモンに関する EU リスク評価報告書（RAR）注 1は 2008 年

半ばに完成しました。ATOの安全性は OECDレビュー注 2（2008

年）、およびカナダリスク評価（2010年）注 3によっても確認

されています。EUリスク評価の最終的な結論は以下のとおり

です。 

 

 

環境影響： 

ATO は環境有害性の分類を必要としません。ATO は水生生物

に対して有害ではありません。REACH 資料の中で報告された

曝露シナリオに基づけば、ATO は大陸、地域または地方のい

ずれのレベルでも環境リスクを引き起こしません。 

 

ヒトの健康： 

ATO は急性毒性がなく、感作物質でもなく、眼または呼吸器

系に対する刺激物質でもありません。経口摂取または吸入で

も毒性がないと考えられています。ATOは生体内（インビボ）

で生殖毒性でも遺伝毒性でもありません。三酸化アンチモン

の工業的な製造や使用によりアンチモンが食物連鎖に蓄積

する証拠は存在しません。消費者または一般市民が環境、食

物連鎖または母乳、飲料水または大気を介して間接的に曝露

された場合のリスクは確認されていません。ATO は REACH の

SVHC（高懸念物質）には分類されていません。さらに詳しい

情報は i2aウェブサイトをご覧下さい。 

 

肺毒性に関しては、作業員に若干の懸念が確認されています。 

ATOは EUでリスクフレーズ R40（発癌性作用の証拠は限定的

である）に分類されます。この分類は動物（ラット）実験で

吸入による高濃度曝露との関連が確認された潜在的な有害

性に由来します。この時の曝露濃度は職場で 1日 8時間、週

5 日間 ATO に曝露される作業員の限界値である職場許容濃度

0.5mg/m3の 10 倍以上です。この様な高濃度曝露は現実には

決して起こりません。さらに、ラットで観察されたこの発癌

作用のメカニズムは不活性微粒子の肺への過負荷を伴って

いるため、ラットに限定されたメカニズムであり、ヒトにつ

いて該当するか疑問視されています。ATO は経口摂取で癌を

引き起こすとは考えられていません。理由は以下のとおりで

す。(i) 経口生物学的利用能が非常に低い（＜1％）ことが

指摘されています。(ii) 体重 1kg あたり 1,000mg を超える

用量でのラットの 90 日間経口毒性試験において、全身毒性

はまったくみられませんでした。(iii) 凡そ 50mg/m3までの

曝露を含む吸入発癌試験において、全身的な発癌性の徴候は

みられませんでした。(iv) ATOには変異原性も染色体異常誘

発活性もありません。 

 

 

 

粉塵生成を極小化するために、加湿または湿潤ペースト、顆

粒およびポリマー結合マスターバッチグレード等の衛生的

なグレードが一般的になってきています。 

 

ATO の分類および表示は下記の i2a ウェブサイトで入手可能

です。 

http://www.antimony.be/CLP/CLP-antimony-trioxide.htm 

http://www.antimony.be/CLP/CLP-antimony-trioxide.htm
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 規制の現状 ― REACH対応 
EUリスク評価報告書の科学的試験の結果は ATOの REACH登録

資料に利用されています。ATOは 2010年 9月に登録され、EU

の新化学物質規制「REACH」に適合しています。 

 

 

取引の現状 

ATO は EU 域内において法律で定められた鉛とヒ素の純度レ

ベルを満たす限り、取引することができます。 

酸化アンチモンには R40フレーズがあるため、一部のブルー

エンジェル・エコラベルや EU のフラワー・エコラベルでは

ATO が除外されています。これらのエコラベルは上述したリ

スクではなく、ハザード（リスク要因）を基準にしています。

ATO はポリマーマトリックスでカプセル化されているので、

ATO を含有するプラスチックを取り扱ったり、これらのプラ

スチックに保存した食品を食べたりした消費者が吸入によ

って曝露することはありません。SCHER（健康と環境リスク

に関する科学委員会）注 iは玩具中の ATOの安全な使用に関す

る最近の見解で、「曝露無し＝リスク無し」として承認しま

した。i2aはエコラベル問題に EU当局と共に取り組んでいま

す。 

 

酸化アンチモンは自動車、電子・電気業界において、特定の

OEM（相手先ブランド製造）や世界自動車統一化学物質リス

ト（GADSL）などの原材料申告指針（Materials Declaration 

Guide）に基づく申告が求められています。 
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